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(57)【要約】
【課題】ノーマリブラックの表示装置において、高温（
例えば７０℃）通電後の室温表示において線状の黒いム
ラが（黒ムラ）発生する。
【解決手段】表示装置は、画素電極と共通電極と液晶層
とを備える。前記表示装置は、１画面を走査する走査期
間と、前記走査期間と次の走査期間との間に保持期間と
、を有する。前記保持期間の直前の走査期間中の前記共
通電極に印加される第１の電位は前記保持期間中の前記
コモン電極に印加さる第２の電位と異なるようにされる
。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置は、
　　画素電極と、
　　共通電極と、
　　液晶層と、
を備え、
　前記表示装置は、１画面を走査する走査期間と、前記走査期間と次の走査期間との間に
保持期間と、を有し、
　前記保持期間の直前の走査期間中の前記共通電極に印加される第１の電位は前記保持期
間中の前記共通電極に印加さる第２の電位と異なるようにされる。
【請求項２】
　請求項１の表示装置において、
　前記第２の電位と前記第１の電位との差を５Ｖから１５Ｖとするようにされる。
【請求項３】
　請求項１の表示装置において、
　前記第１の電位と前記第２の電位との差を、通電総時間の増加に伴い、増大するように
される。
【請求項４】
　請求項３の表示装置において、
　前記通電総時間は面内平均輝度と温度と時間の積で決まるようにされる。
【請求項５】
　請求項１の表示装置において、
　前記第２の電位と前記第１の電位の差の極性をｎフレーム毎に反するようにされる。
【請求項６】
　請求項５の表示装置において、
　前記第２の電位の極性を２フレーム毎に反転するようにされる。
【請求項７】
　請求項１の表示装置において、
　前記保持期間は前記走査期間と略同じ長さである。
【請求項８】
　請求項１の表示装置において、
　前記液晶はネガ型である。
【請求項９】
　請求項１の表示装置は、ＦＦＳモードである。
【請求項１０】
　表示装置は、
　　画素電極と、
　　複数の対向電極と、
　　液晶層と、
を備え、
　前記表示装置は、１画面を走査する走査期間と、タッチパネルのセンシング期間と、を
有し、
　前記対向電極はタッチパネルの走査電極と兼用し、
　前記走査期間中の前記共通電極に印加される第１の電位は前記タッチパネルのセンシン
グ期間のうち走査に寄与しない期間中の前記対向電極に印加さる第２の電位と異なるよう
にされる。
【請求項１１】
　請求項１０の表示装置において、
　前記第１の電位と前記第２の電位との差を、前記複数の対向電極のうち画面周辺部にお
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いて大きくするようにされる。
【請求項１２】
　請求項１０の表示装置において、
　前記第２の電位と前記第１の電位との差を５Ｖから１５Ｖとするようにされる。
【請求項１３】
　請求項１０の表示装置において、
　前記第１の電位と前記第２の電位との差を、通電総時間の増加に伴い、増大するように
される。
【請求項１４】
　請求項１３の表示装置において、
　前記通電総時間は面内平均輝度と温度と時間の積で決まるようにされる。
【請求項１５】
　請求項１０の表示装置において、
　前記第２の電位と前記第１の電位の差の極性をｎフレーム毎に反するようにされる。
【請求項１６】
　請求項１５の表示装置において、
　前記第２の電位の極性を２フレーム毎に反転するようにされる。
【請求項１７】
　請求項１０の表示装置において、
　前記液晶はネガ型である。
【請求項１８】
　請求項１０の表示装置は、ＦＦＳモードである。
【請求項１９】
　表示装置は、
　　画素電極と共通電極とを有するアレイ基板と、
　　対向基板と、
　　前記アレイ基板と前記対向基板との間に配置される液晶層と、
　　制御回路と、
を備え、
　前記制御回路は、１画面を走査する走査期間に前記共通電極に印加する第１の電位と、
前記走査期間と次の走査期間との間に保持期間に前記共通電極に印加する第２の電位と、
を異なるようにされる。
【請求項２０】
　請求項１９の表示装置において、
　前記第２の電位と前記第１の電位の差の極性を２フレーム毎に反転するようにされる。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は表示装置に関し、ノーマリブラックのネガ型液晶表示装置に適用可能である。
【背景技術】
【０００２】
　特開２００２－１９６３５５号公報には、以下のことが開示されている。
  液晶表示装置では、シール材、封止材、配向膜、カラーフィルタ要素、スペーサ等が有
機材料によって形成されており、これらからイオン性不純物が液晶中に溶出し、また液晶
自体にもイオン性不純物が混入していることがある。液晶中にイオン性不純物が溶出した
り混入したりすると、イオン性不純物が集中した部分で電圧保持率が低下して表示ムラや
コントラストの低下が発生し、また電気二重層が形成されて表示パターンの焼き付きや残
像或いは電極の腐食を引き起こす原因となり、表示品質や信頼性が低下するという問題が
あった。２枚の基板のうち一方の基板の他方の基板との対向面のシール材の内側において
画素領域外にイオン性不純物吸着電極を設けているので、液晶中に溶出したり混入したり
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しているイオン性不純物がイオン性不純物吸着電極に吸着されて固定され、これによりイ
オン性不純物に起因する表示ムラ、コントラスト低下、焼き付き、電極の腐食等を防止す
ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１９６３５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本願発明者らの検討によって、ノーマリブラックの表示装置において、高温通電後の室
温表示において線状の黒いムラが（黒ムラ）発生することが判明した。
  その他の課題と新規な特徴は、本開示の記述および添付図面から明らかになるであろう
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、下記のとおりである。
  すなわち、表示装置は、画素電極と共通電極と液晶層とを備える。前記表示装置は、１
画面を走査する走査期間と、前記走査期間と次の走査期間との間に保持期間と、を有する
。前記保持期間の直前の走査期間中の前記共通電極に印加される第１の電位は前記保持期
間中の前記コモン電極に印加さる第２の電位と異なるようにされる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】表示装置の課題を説明するための図である。
【図２】表示装置の課題を説明するための図である。
【図３】画素の等価回路を示す図である。
【図４】比較例に係る表示装置の駆動方法を説明するための図である。
【図５】実施の形態に係る表示装置の駆動方法を説明するための図である。
【図６】実施例に係る表示装置の構成を示す図である。
【図７】実施例に係る表示装置のタイミングチャートである。
【図８】実施例に係る制御回路の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下に、実施の形態、比較例および実施例について、図面を参照しつつ説明する。なお
、開示はあくまで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更につい
て容易に想到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また
、図面は説明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等につい
て模式的に表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するもの
ではない。また、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素
には、同一の符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【０００８】
　まず、本開示の課題について図１および図２を用いて説明する。
  図１および図２は表示装置の課題を説明するための図である。図１および図２の左側は
平面図で、右側は断面図である。
  表示装置１００Ａは、アレイ基板１０と対向基板２０がシール材３０を介して貼り合わ
され、シール材３０の内側におけるアレイ基板１０と対向基板２０との間に液晶４０が封
入されたものからなっている。この場合、アレイ基板１０の下辺部１０ａは対向基板２０
から突出されている。下辺部１０ａにはソースドライバＳＤが搭載されている。アレイ基
板１０は画素電極および共通電極（対向電極）等を備える。表示装置１００Ａはノーマリ
ブラックのネガ型液晶表示装置であり、ＦＦＳ（Fringe Field Switching）モードで駆動
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される。
  図１に示すように、表示装置１００Ａにおいて、画面周辺領域ＰＡが黒表示で中央領域
ＣＡが白表示状態で高温（例えば７０℃）通電する。その後、室温で画面全体を中間色表
示すると、図２に示すように、線状の黒いムラ（黒ムラ）Ａが発生する。これはイオン性
不純物の濃縮による液晶４０にかかる電圧降下に起因したムラと推定される。
【０００９】
　本願発明者らの検討では、１フレーム内の液晶にかかる電圧を変化させることで、液晶
フローを発生させ、帯電粒子が移動することが分かった。すなわち、液晶中のイオン性不
純物を液晶フローにより拡散させることが可能である。
  したがって、高温通電で発生し易い黒ムラ発生を以下の手段により抑制する。
  液晶フローを意図的に発生させてイオン性不純物が濃縮しないよう拡散させる。
  具体的に液晶フローを発生させる手段としては、以下の駆動方法（拡散駆動）を行う。
（１）１フレーム内に保持期間（非走査期間）を設け、書込み期間（走査期間）と保持期
間の切替え時に共通電極の電位（コモン電位）を変化させて液晶フローを発生させる。
（２）信号線が極性反転するフレーム間の保持期間同士のコモン電位を同じ極性にするこ
とで、フレーム間の画素電極の電位（画素電位）とコモン電位の差を異なるようにし、液
晶フローを発生させる。
  変調率が高いが信頼性に懸念のあるネガ型液晶を用いた表示装置（例えばＦＦＳモード
）において発生する高温通電黒ムラの解決に有効である。ネガ型液晶を用いた表示装置に
限定されるものではなく、ポジ型液晶を用いた表示装置にも適用可能である。また、ＦＦ
Ｓモードに限定されるものではなく、ＩＰＳ（In-Plane Switching）モード等の横電界型
およびＴＮ（Twisted Nematic）モード、ＶＡ（Vertical Alignment）モードあるいはＭ
ＶＡ（Multi-domain Vertical Alignment）モードで駆動するいわゆる縦電界型の表示装
置にも適用可能である。
【００１０】
　次に、実施の形態に係る表示装置の駆動方法を図３から図５を用いて説明する。
  図３は画素の等価回路を示す図である。図４は比較例に係る表示装置の駆動方法を説明
するための図である。図５は実施の形態に係る表示装置の駆動方法を説明するための図で
ある。比較例に係る表示装置および実施の形態の表示装置の構造は表示装置１００Ａと基
本的に同じである。
  図３に示すように、画素ＰＸは走査線Ｇと信号線Ｓとが交差する位置近傍に配置された
画素スイッチＳＷを備えている。画素スイッチＳＷはＴＦＴ（Thin Film Transistor）で
構成されている。画素スイッチＳＷのゲート電極は走査線Ｇと電気的に接続されている。
画素スイッチＳＷのソース電極は信号線Ｓと電気的に接続されている。画素スイッチＳＷ
のドレイン電極は画素電極ＰＥと電気的に接続されている。画素電極ＰＥと共通電極（対
向電極）ＣＯＭとで容量Ｃｓを形成している。画素ＰＸに書き込まれた直後の画素電極Ｐ
Ｅの電位（画素電位（Ｖｄ））は信号線Ｓの電位（信号電位（Ｖｓ））と略同じである（
Ｖｄ≒Ｖｓ）。
  図４の上側に示すように、比較例に係る表示装置の１フレーム（１　ｆｌａｍｅ）はほ
とんどが書込み期間（ＳＰ）からなる。図４の下側に示すように、共通電極ＣＯＭの電位
（コモン電位（Ｖｃｏｍ））は１フレーム中一定であり、画素電位（Ｖｄ）とコモン電位
（Ｖｃｏｍ）との差は、例えば白表示では５Ｖで一定である。すなわち、液晶に印加され
る電圧は、５Ｖで一定である。画素電位（Ｖｄ）の極性は１フレーム毎に反転する。比較
例に係る表示装置では、図１および図２で説明した課題が発生する。
【００１１】
　図５の上側に示すように、実施の形態に係る表示装置の１フレームは書込み期間（ＳＰ
）と保持期間（ＨＰ）からなる。図５の下側に示すように、書込み期間（ＳＰ）は比較例
と同様にコモン電位（Ｖｃｏｍ）は一定であり、画素電位（Ｖｄ）とコモン電位（Ｖｃｏ
ｍ）との差は、例えば白表示では５Ｖで一定である。一方、保持期間（ＨＰ）のコモン電
位（Ｖｃｏｍ）を書込み期間（ＳＰ）のコモン電位（Ｖｃｏｍ）と異なるようにする。例
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えば、共通電極ＣＯＭに供給する電位（ＶＣＯＭ）の変動幅を－１０Ｖにすると、コモン
電位（Ｖｃｏｍ）は－０．１Ｖ（供給電位の１／１０）変動する。その結果、画素電位（
Ｖｄ）とコモン電位（Ｖｃｏｍ）との差は、例えば白表示では５．１Ｖまたは４．９Ｖに
なる。また、共通電極ＣＯＭに供給する電位（ＶＣＯＭ）の変動幅を＋１０Ｖにすると、
コモン電位（Ｖｃｏｍ）は＋０．１Ｖ（供給電位の１／１０）変動する。その結果、画素
電位（Ｖｄ）とコモン電位（Ｖｃｏｍ）との差は、例えば白表示では４．９Ｖまたは５．
１Ｖになる。書込み期間（ＳＰ）と保持期間（ＨＰ）の切替え時にコモン電位（Ｖｃｏｍ
）を０．１Ｖ変化させて液晶フローを発生させる。
  ＶＣＯＭを変動させる電位幅は１０Ｖに限定させるものではなく、ＶＣＯＭを変動させ
る電位幅は５～１５Ｖ程度（Ｖｃｏｍの変動幅は０．５～１．５Ｖ）が好ましい。変動電
位幅が大きいほど、液晶フローが大きくなり、液晶中のイオン性不純物が移動しやすくな
る。したがって、高温通電で発生し易い黒ムラ発生を低減することができる。
  黒ムラは通電総時間が長く、より高温環境で表示としては白表示時間が長いほど発生リ
スクが高まるため、表示装置の通電総時間（面内平均輝度*温度*時間）の増加に伴い、コ
モン電位の変化量を増大するようにしてもよい。
  液晶にかかる電圧がＤＣ的にならないようコモン電位の極性をｎフレーム毎に反転させ
ることが好ましい。図５ではｎ＝２であるが、ｎ＝１もでもよい。
  書込み期間（ＳＰ）および保持期間（ＨＰ）については特に制約はない。例えば、実施
の形態の１フレームは比較例の１フレームと同じ期間にしてもよい。また、実施の形態の
書込み期間（ＳＰ）と比較例の書込み期間（ＳＰ）とを同じ長さにしてもよい。保持期間
（ＨＰ）を書込み期間（ＳＰ）とほぼ同じ長さにしてもよいし、保持期間（ＨＰ）を書込
み期間（ＳＰ）よりも長くしてもよい。
  インセル型タッチパネルでは、共通電極をタッチパネルの走査電極と兼用しているので
、タッチパネルのセンシング期間のうち走査に寄与しない期間にコモン電位を変動するよ
うにしてもよい。また、画面周辺部で黒ムラが発生し易いが、インセル型タッチパネルで
は、共通電極が分割されているので、画面周辺部の共通電極には変動幅の大きい電位を与
えるようにしてもよい。
【実施例】
【００１２】
　実施の形態に係る表示装置の実施例について図６から図８を用いて説明する。
  図６は実施例に係る表示装置の構成を示す図である。図７は実施例に係る表示装置のタ
イミングチャートである。図８は実施例に係る制御回路のブロック図である。
  実施例に係る表示装置１００は、制御回路ＣＴＲと、表示パネルＰＮＬと、表示パネル
ＰＮＬを背面側から照明する照明手段としてのバックライトＢＬＴと、を備えている。図
１と同様に、表示パネルＰＮＬはアレイ基板と対向基板と液晶層を備える。表示パネルＰ
ＮＬはマトリクス状に配置された表示画素ＰＸを含む表示部ＡＡを有する。
  表示パネルＰＮＬ（アレイ基板）は、表示部ＡＡにおいて、複数の表示画素ＰＸが配列
する行に沿って延びる走査線Ｇ（Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、…、Ｇｍ）と、複数の表示画素ＰＸ
が配列する列に沿って延びる信号線Ｓ（Ｓ１、Ｓ２…、Ｓｎ－１、Ｓｎ）と、走査線Ｇと
信号線Ｓが交差する位置近傍に配置された画素スイッチＳＷとを備えている。
  画素スイッチＳＷはＴＦＴで構成されている。画素スイッチＳＷのゲート電極は対応す
る走査線Ｇと電気的に接続されている。画素スイッチＳＷのソース電極は対応する信号線
Ｓと電気的に接続されている。画素スイッチＳＷのドレイン電極は対応する画素電極ＰＥ
と電気的に接続されている。画素電極ＰＥと共通電極（対向電極）ＣＯＭとで容量を形成
している。本実施例に係る表示装置は、コモン電位（Ｖｃｏｍ）と画素電位（Ｖｄ）との
差により、液晶層に電界を生じさせ、液晶層に含まれる液晶分子の配向方向を制御するＦ
ＦＳモードの液晶表示装置である。液晶分子の配向方向により、バックライトＢＬＴから
出射される光の透過光量が制御される。
  表示パネルＰＮＬは、複数の表示画素ＰＸを駆動する駆動手段として、表示部ＡＡの左
側に配置されるゲートドライバＧＤ＿１および右側に配置されるゲートドライバＧＤ＿２
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とソースドライバＳＤとを備えている。複数の走査線ＧはゲートドライバＧＤ＿１、ＧＤ
＿２の出力端子と電気的に接続されている。ソースドライバＳＤは半導体集積回路で構成
されて、アレイ基板１０にＣＯＧ実装されている。ゲートドライバＧＤ＿１、ＧＤ＿２は
アレイ基板にＴＦＴで形成されている。なお、ゲートドライバＧＤ＿１、ＧＤ＿２はソー
スドライバＳＤと同様に半導体集積回路で構成しアレイ基板にＣＯＧ実装するようにして
もよい。
  複数の信号線ＳはソースドライバＳＤの出力端子と電気的に接続されている。
  ゲートドライバＧＤ＿１、ＧＤ＿２とソースドライバＳＤとは、表示部ＡＡの周囲の領
域に配置されている。ゲートドライバＧＤ＿１、ＧＤ＿２は複数の走査線Ｇにオン電圧を
順次印加して、選択された走査線Ｇに電気的に接続された画素スイッチＳＷのゲート電極
にオン電圧を供給する。ゲート電極にオン電圧が供給された画素スイッチＳＷの、ソース
電極－ドレイン電極間が導通する。ソースドライバＳＤは、複数の信号線Ｓのそれぞれに
対応する出力信号を供給する。信号線Ｓに供給された信号は、ソース電極－ドレイン電極
間が導通した画素スイッチＳＷを介して対応する画素電極ＰＥに印加される。
  ゲートドライバＧＤ＿１、ＧＤ＿２とソースドライバＳＤとは、表示パネルＰＮＬの外
部に配置された制御回路ＣＴＲにより動作を制御される。制御回路ＣＴＲは対向電圧（Ｖ
ＣＯＭ）、ゲートＨｉｇｈ電位（ＶＧＨ）、ゲートＬｏｗ電位（ＶＧＬ）、およびクロッ
ク信号（ＣＬＫ）、スタート信号（ＳＴＶ）を生成する。
  ゲートドライバＧＤ＿１、ＧＤ＿２は、各行毎にシフトレジスタＳＲと、バッファＢＦ
を有している。シフトレジスタＳＲはクロック信号（ＣＬＫ）に対応して行選択の情報（
Ｈｉｇｈ／Ｌｏｗの二値論理）であるスタート信号（ＳＴＶ）を１行ずつ転送していく機
能を有している。バッファＢＦは、シフトレジスタＳＲの選択／非選択の状態出力をレベ
ル増幅するものであり、シフトレジスタＳＲが選択状態のときには走査線ＧをゲートＨｉ
ｇｈ電位（ＶＧＨ）に接続し、非選択状態のときには走査線ＧをゲートＬｏｗ電位（ＶＧ
Ｌ）に接続する。これにより、書込み期間（ＳＰ）においては、選択状態の行の走査線Ｇ
にはＶＧＨ電位が給電され、非選択状態の行の走査線ＧにはＶＧＬ電位が給電されること
となる。
  なお、本実施例の表示装置ではカラム反転駆動を想定している。すなわち、信号線をＳ
１、Ｓ３、Ｓ５、・・（第一グループと呼ぶことにするとＳ２、Ｓ４、Ｓ６、・・（第二
グループと呼ぶことにする）の２グループに分けて、それぞれ逆極性で駆動する方式であ
る。すなわち、図７に示すように、第一グループと第二グループとの極性は逆であり、１
フレーム毎に極性が反転している。コモン電位（Ｖｃｏｍ）の極性は２フレーム毎に反転
している。なお、保持期間（ＨＰ）は書込み期間（ＳＰ）より長い期間である場合につい
て示している。
【００１３】
　制御回路ＣＴＲは、書込み期間（ＳＰ）の後に保持期間（ＨＰ）を設ける機能を持って
いる。いま、一例として表示装置１００の標準のフレーム周波数が６０Ｈｚ（すなわち（
１／６０）ｓｅｃごとに画素への映像信号の書き換えが行われる）であるとする。約（１
／６０）ｓｅｃをかけて書き込み（画面の上から下までの走査）を行った後に、例えば（
１／６０）ｓｅｃ、（３／６０）ｓｅｃ、（７／６０）ｓｅｃ、あるいは（５９／６０）
ｓｅｃの保持期間（ＨＰ）を設ける。また、制御回路ＣＴＲは、書込み期間（ＳＰ）から
保持期間（ＨＰ）に切り替わるとき、および保持期間（ＨＰ）から書込み期間（ＳＰ）切
り替わるときに、ＶＣＯＭを変動させる機能をもっている。なお、保持期間（ＨＰ）に制
御回路ＣＴＲの動作を停止すればその間の回路消費電力は実質０になり、書き込み時も含
めた時間平均としての回路消費電力はそれぞれ、１／２、１／４、１／８、あるいは１／
６０に低減することができる。
  図８に示すように、制御回路ＣＴＲは、大きく分けて表示映像のタイミングを制御する
映像処理回路２４Ａ、ドライバＩＣ（ゲートドライバＧＤ＿１、ＧＤ＿２およびソースド
ライバＳＤ）の制御信号を生成するタイミング生成回路２４Ｂ、電圧生成回路２４Ｅおよ
び動作設定レジスタ２４Ｃからなる。
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  映像処理回路２４Ａは、図示していないホスト回路から送られる映像データのフォーマ
ット（データの並びで、ＲＧＢまたはＢＧＲ等）を整える入力段映像処理回路（Ｒｘ）２
４１、ドライバＩＣインターフェースの映像フォーマット（例えばｍｉｎｉ－ＬＶＤＳ）
に変換処理する出力段映像処理回路（Ｔｘ）２４４で構成される。
  タイミング生成回路２４Ｂは、ＤＥ信号から水平同期信号（ＨＳＹＮＣ）、垂直同期信
号（ＶＳＹＮＣ）に類似した内部基準信号（ＳＹＮＣ）を生成する基準信号生成回路２４
５、ＳＹＮＣを基にドットクロック（ＤＣＬＫ）毎でカウント・アップする水平カウンタ
および水平同期周期でカウント・アップする垂直カウンタ（水平・垂直カウンタ２４６）
、水平・垂直カウンタ２４６の値から、ゲートドライバＧＤ＿１、ＧＤ＿２およびソース
ドライバＳＤの各制御信号のパルス幅や周期をデコードするパスル生成回路２４７からな
る。
  電圧生成回路２４Ｅは、パルス生成回路２４７からの書込み期間（ＳＰ）と保持期間（
ＨＰ）を切替えるタイミング信号を受けて、図５に示すようにコモン電位（ＶＣＯＭ）を
切替える。
  タイミング生成回路２４Ｂでのパルス生成（デコード値）や映像処理回路２４Ａの動作
設定、電圧生成回路２４Ｅの電圧設定、保持期間（ＨＰ）の設定、コモン電位（ＶＣＯＭ
）の極性の反転周期、コモン電位（ＶＣＯＭ）の電位等は、動作設定レジスタ２４Ｃにあ
らかじめプリセットした値を参照し動作を決定する。動作設定レジスタ２４Ｃのレジスタ
値は、例えば不揮発性メモリ（ＥＥＰＲＯＭ等）に書き込まれたデータを電源起動時にレ
ジスタに読み込み、制御回路ＣＴＲ内の各回路に値をセットする。
【符号の説明】
【００１４】
１０・・・アレイ基板
２０・・・対向基板
３０・・・シール材
４０・・・液晶
１００、１００Ａ・・・表示装置
ＢＬＴ・・・バックライト
ＣＯＭ・・・対向電極
Ｃｓ・・・画素容量
ＣＴＲ・・・制御回路
ＧＤ、ＧＤ＿１、ＧＤ＿２・・・ゲートドライバ
Ｇ、Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇｍ－１、Ｇｍ・・・走査線
ＰＬＮ・・・表示パネル
ＰＸ・・・表示画素
ＳＤ・・・ソースドライバ
Ｓ、Ｓ１、Ｓ２、Ｓｎ－１、Ｓｎ・・・信号線
ＳＷ・・・画素スイッチ
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